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）
止
中
（り
ぐ
め
財
化
文
民
市
　

月
９

１２

旅
お
の
社
神
田
清
真、
部
一
の
道
街
阜
岐、
日

か
所

る
ぐ
め
を
財
化
文
の
辺
周
ら
が
な
き
歩
で
ま
社
神
田
清
真
ら

、
が
た
し
で
定
予

の
日
当

が
温
気
高
最

３５

で
報
予
の
上
以
度

し
止
中
し
断
判
と
い
高
が
性
険
危
の
症
中
熱

。
た
し
ま

 

し
出
し
貸
の
品
作
蔵
所
の
へ
会
覧
展

　」
座
講
年
０
０
２
誕
生
濤
春
森
「館
書
図
央
中
立
市
宮
一
■（

　

１０
月
２２

１１
月
１７

。
点
６
ど
な」
鵑
聞
「濤
春
森
に）
日

■

情
叙
は
い
る
あ
て
し
そ
争
闘
「館
術
美
代
現
ン
ゾ
セ

 

二
清
堤

喬
井
辻
／
　

 

　ま
じ
と

  

き
う
こ

 

和
昭
　

２４

月
１
年

２６

し
損
焼
が
画
壁
堂
金
寺
隆
法
・
良
奈、
日

災
の
他
の
そ、
災
震、
災
火
を
財
化
文、
年
毎
に
心
中
を
日
の

れ
わ
行
が
動
運
火
防
財
化
文
に
的
国
全、
め
た
る
守
ら
か
害

。
す
ま
い
て

は
で
市
宮
一

月
１

１６

も
と
と
部
本
防
消
市
に
日

２４

は
に
日

川
曽
木

。
た
し
ま
し
施
実
を
練
訓
火
防
て
い
お
に
社
神
茂
賀
の
町

図２．戸島光孚「祥鯉」
（館蔵）

図１．戸島光阿弥「波紋舟手筥」
（『日展史資料Ⅰ』より）

文化財防火パトロール
（浅井町・長誓寺）

文化財防火訓練
(木曽川町・賀茂神社）

 

）
１
（介
紹
料
資

   

の
基
光
島
戸・
家
画
本
日

 

」
画
戯
宮
訪
「と
」
誌
日
絵
宮
一
「

小
の
画
本
日
の
基
光
島
戸
・
家
画
本
日
の
都
京、
は
に
館
当

　

の
指
水
や
瓶
花
た
し
当
担
を
け
付
絵、
写
模
の
画
壁
寺
隆
法、
品

て
れ
さ
蔵
所
が
点
３
巻
絵
た
い
描
を
事
の
中
在
滞
宮
一、
か
ほ

家
画
い
な
い
て
れ
さ
介
紹
り
ま
あ
で
ま
れ
こ。
す
で
品
作
の
蔵

日
絵
の
巻
絵
て
に
示
展
集
特
の
ら
か
日
７
月
４
回
今、
が
す
で

。
す
ま
し
示
展
を
品
作
蔵
所
に
心
中
を
誌

治
明、
は）
雄
光・
名
本
（基
光
島
戸
　

４２

月
４
年

２７

に
都
京
に
日

和
昭、
れ
ま
生

３８
年
１１
月
２７

に
日

５４

父。
た
し
ま
り
な
く
亡
で
歳

孚
光
島
戸
は

）に
展
帝
や
会
覧
博
業
勧
国
内、
れ
ら
知
て
し
と
師
絵
蒔、
い
い
と

。）
１
図
（た
し
で
程
る
め
務
も
員
査
審
は
で
展
術
美
市
都
京、
し
品
出

和
昭
（』
集
魚
鯉
『、
し
と
意
得
を
品
作
の
鯉

１７

い
と）
堂
艸
芸、
年

は
孚
光、
と
る
よ
に
文
序
の
そ。
す
ま
い
て
し
表
発
を
集
品
作
う

蒔
で
い
継
を
業
家
後
の
そ、
び
学
を
絵
て
し
事
師
に
鳳
栖
内
竹

え
窺
も
ら
か
品
小
の
蔵
館、
は
前
腕
の
絵。
た
し
ま
り
な
と
師
絵

学
門
専
術
美
同、
校
学
術
美
立
市
都
京、
は
基
光。
）
２
図
（す
ま

に
社
丘
東
・
塾
画
の
象
印
本
堂、
後
た
し
業
卒
を
所
究
研
同、
校

。
す
ま
し
塾
入

、
後
の
そ

第
年
８
和
昭

１４

、
に
り
切
皮
を
展
帝
回

る
な
く
亡

和
昭
年
翌

３２

第
の
年

１３

ね
重
を
選
入
で
ま
展
日
回

）
照
参
表
（た
し
ま

し
品
出
も
に
展
術
美
市
都
京
く
じ
同
と
父。

を
版
図
た
れ
さ
残、
歴
品
出
や
品
小
の
蔵
所
館
当。
た
し
ま
い
て

描
く
広
幅
ど
な
画
景
風
や
画
物
人
ず
ら
な
み
の
鳥
花、
と
る
見

る
よ
に
族
遺
ご、
が
た
し
ま
き
て
れ
さ
と
僧
画
む
住
に
寺
福
東

し
と
所
場
作
制
を
庵
吟
竜・
頭
塔
の
寺
福
東、
く
な
は
で
侶
僧
と

た
い
て
い
空
が
屋
部
て
し
征
出
が
僧、
中
時
戦。
た
し
で
家
画
た

何
が
家
画
も
に
他
は
に
寺
福
東、
り
な
に
う
よ
む
住
ら
か
と
こ

大
の
め
た
の
品
出
会
覧
展
て
し
用
利
を
屋
部
い
広、
て
い
か
人

。
す
で
と
こ
う
い
と
た
い
て
し
作
制
を
ど
な
作

図３．戸島光基「菜園夏日」
（『日展史11　帝展編6』より）

基
光
島
戸

 

歴
品
出
な
主

）
り
よ
』
録
目
品
出
会
覧
展
術
美
期
和
昭
『（

第
１４

展
帝
回

 

」
日
夏
園
菜
「）
年
８
和
昭
（

）
３
図
（

展
術
美
市
都
京
回
１
第

 

和
昭
（

１０

」
松
「）
年

和
昭
（展
文

１１

）
秋
年

 

」
瀑
「展
査
鑑

和
昭
（展
文
新
回
１
第

１２

）
年 

」
磯
ノ
佐
土
「

展
術
美
市
都
京
回
２
第

 

和
昭
（

１２

」
れ
流
「）
年

展
文
新
回
２
第

 

和
昭
（

１３

」
朝
爽
「）
年

展
術
美
市
都
京
回
４
第

 

和
昭
（

１４

」
宵
春
「）
年

会
覧
展
大
画
本
日
祝
奉
毎
大

 

」）
球
琉
（薫
南
「

展
文
新
回
４
第

 

和
昭
（

１６

」
軍
水
「）
年

展
文
新
回
５
第

 

和
昭
（

１７

」
地
基
「）
年

展
文
新
回
６
第

 

和
昭
（

１８

」
歌
唱
合
民
國
「）
年

会
覧
展
術
美
市
都
京
祝
奉

 

和
昭
（

１９

」
好
睛
「）
年

展
術
美
市
都
京
回
５
第

 

和
昭
（

２２

」
村
「）
年

）
４
図
（

展
日
回
５
第

 

和
昭
（

２４

」
雨
小
「）
年

展
日
回
７
第

 

和
昭
（

２６

」
倉
板
の
良
奈
「）
年

展
日
回
８
第

 

和
昭
（

２７

」
店
の
氏
Ａ
「）
年

展
日
回
９
第

 

和
昭
（

２８

」
景
風
条
十
「）
年

第
１０

展
日
回

 

和
昭
（

２９

」
社
会
魚
生
「）
年

第
１２

展
日
回

 

和
昭
（

３１

」
落
部
る
あ
「）
年

第
１３

展
日
回

 

和
昭
（

３２

」
地
路
「）
年



－7－

図６．戸島光基
）蔵館（」図之殿利舎寺涌泉「

図５．サツマイモの花（館蔵）

た
い
て
し
援
支
を
島
戸、
が
の
い
深
味
興
も
で
中
の
品
蔵
所
　

郎
三
幸
藤
後
の
宮
一

氏

父
氏
光
利
（

）

戦
に
緒
一
と
族
家、
に
宅

巻
絵
た
し
記
で
文
と
絵
を
と
こ
の
時
た
し
在
滞
回
３
の
後
戦
中

。
す
で
巻
１
全」
誌
日
絵
宮
一
「と
巻
２
全」
画
戯
宮
訪
「の
物

　

和
昭、
は
一
之
巻」
画
戯
宮
訪
「ず
ま

１９

ら
か
日
２
月
８
年

。
す
で
記
日
絵
の
で
ま
日
４

に
も
と
と
子
美
久
の
娘
は
島
戸

し
ご
過
を
間
日
３
ら
が
な
き
だ
た
い
を
走
馳
御、
れ
訪
を
宮
一

で
ん
転
で
段
階
中
道
の
り
帰、
か
ほ
の
章
文。
た
し
ま
し
京
帰
て

図
（す
ま
い
て
れ
さ
出
き
描
で
き
動
の
筆
な
か
や
軽
が
姿
な
ス

こ
た
し
撃
出
が
軍
米
に
島
黄
硫
や
島
父。
す
ま
い
て
れ
か
描
で

。
す
で

和
昭、
は
二
之
巻
　

１９
年
１０
月
１６

ら
か
日

２７

、
で
録
記
の
で
ま
日

イ、
が
と
こ
た
べ
食
を
ん
ど
う
て
め
初
が
宇
光
の
子
息。
た
し
ま

。
す
ま
い
て
れ
さ
記
に
も
と
と
ト
ス
ラ

１０
月
１７

、
中
の
雨
は
に
日

光
風
の
ン
イ
ラ
本
日
け
か
出
に
り
狩
茸
松
に
山
犬
て
し
さ
を
傘

料、
で
り
入
ト
ス
ラ
イ
は
に
横。
た
し
ま
み
し
楽
を
色
景
な
媚
明

。
す
ま
い
て
れ
さ
記
が
段
値
の
も
い、
茸
松、
柿
や
事
食
の
亭

１０

月
１８

し
ま
し
校
登
初
て
し
と
諭
教
に
校
学
業
商
子
女
宮
一
は
日

幻
も
く
早
に」
覚
感
と
顔
タ
ビ
の
間
「の
員
教
の
室
員
職、
が
た

勤
で
ま
頃
つ
い、
り
お
て
し
京
帰
は
に
後
日
４
（す
ま
い
て
し
滅

。）
明
不
は
か
た
し
務

 

翌
１９

氏
伴
の
人
恩
や
氏
藤
後、
は
日

家
の

れ
さ
記
に
も
と
と
ト
ス
ラ
イ
の
中
の
家
が
子
様
の
時
た
れ
訪
を

て
し
そ。
す
ま
い
て

２０

記
日
絵。
）
８
図
（す
ま
い
て
し
京
帰
つ
つ
べ
食
を
当
弁
お
に
か

増
を
さ
し
激
が
況
戦
の
地
外、
り
お
て
れ
さ
記
て
し
と
録
記
が

。
す
ま
り
わ
伝
が
と
こ
る
い
て
し

　

和
昭
の
後
戦、
は」
誌
日
絵
宮
一
「

２１

日
５
ら
か
日
２
月
４
年

、
で
ま

。
す
で
の
も
の
時
た
れ
訪
を
宮
一
で
人
四
家
一
り
は
や

ら
が
な
見
を
み
並
街
る
残
の
跡
の
争
戦
で
期
時
い
な
も
間
戦
終

で
争
戦。
た
し
ま
き
着
り
ど
た
に
宮
一
で
車
列
つ
立
目
の
損
破

建
が
家
の
築
新
に
で
す、
ず
ら
わ
拘
も
に
た
け
焼
が
家
の
く
多

子
様
る
い
で
ん
並
が
店
商
に
う
よ
の
前
戦
は
に
前
の
社
神、
ち

日
３
月
４
翌。
す
ま
い
て
い
驚
に
さ
早
の
興
復
の
宮
一、
て
見
を

き
生
に
も
と
と
絵
挿
が
子
様
の
そ、
で
祭
大
の
社
神
田
清
真
は

の
町
の
れ
ぞ
れ
そ
に
く
と。
）
９
図
（す
ま
い
て
れ
さ
記
と
き
生

徳
田
岩
は
夜。
す
ま
い
て
れ
か
書
く
し
詳、
て
い
つ
に
り
飾
の
馬

思
て
い
つ
に
分
部
な
的
己
利
の
人
い
な
い
て
し
災
被
に
逆、
と

べ
す
心
て
し
と
間
人
の
都
京
い
な
い
て
し
災
被、
せ
ら
巡
を
い

に
居
新
め
た
た
し
災
被
は
宅
旧
の
氏
藤
後。
す
ま
い
て
し
と
き

い
て
し
に
絵
を
木
ち
立
た
げ
焦
け
焼
の
囲
周。
た
し
ま
し
在
滞

し
楽
に
り
ぶ
し
久、
後
戦
と
々
人
の
宮
一
は
夜、
れ
訪
も
家
の
い

図
（す
ま
い
で
ん
喜
を
と
こ
た
し
わ
か
み
飲
を
酒
く

１０

後
最。
）

メ
を
況
状
築
新
の
後
戦
の
家
の
い
合
り
知
の
宮
一
は
に
分
部
の

。
す
ま
い
て
し
モ

々
人
や
子
様
の
在
滞
い
し
楽
の
で
宮
一、
も
巻
絵
の
れ
ず
い
　

な
せ
か
ぞ
の
を
景
背
代
時
の
後
戦
前
戦、
が
子
様
の
し
ら
暮
の

い
て
れ
さ
出
き
描
と
き
生
き
生
で
と
章
文
と
絵
な
み
巧、
ら
が

て
け
分
に
期
後
と
期
前、
で
示
展
集
特
の
ら
か
日
７
月
４。
す
ま

だ
く
覧
ご
非
是、
で
の
す
ま
し
示
展
を
品
小
の
画
本
日
と
巻
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　。
い
さ

 
）
子
章
山
杉
　員
芸
学
（

）
分
部
（」
画
戯
宮
訪
「

）
分
部
（」
誌
日
絵
宮
一
「

図7

図8

図9

図10



』
史
村
方
北
『、
二

の
次
に」
き
が
し
は
「は
て
い
つ
に
ん
さ
編
の』
史
村
方
北
『
　

。
る
あ
に
う
よ

る
さ
せ
る
む
し
せ
起
奮
を
気
志
の
る
す
飛
碓
に
外
海
や
今

に
徒、
て
ら
知
も
を
る
た
何
の
郷
む
住
我
ど
れ
さ、
す
ら
可

は
れ
さ、
り
な
事
か
ひ
は
る
す
と
む
ら
知
み
の
越
境
き
を

と
む
せ
念
紀
を
び
悦
き
な
よ
こ
の
典
大
卯
乙
四
正
大
茲
今

の
録
記
そ
凡、
り
れ
な
ゝ
と
こ
る
す
論
ハ
を
子
冊
の
此、
て

此、
て
以
を
る
す
と
眼
主
の
そ
を
る
な
伝
に
後
の
事
は
要

に
育
教
か
我
の
稚
童
て
兼、
も
雖
と
し
べ
る
あ
然
亦
子
冊

れ
免
を
俗
卑
の
文
行
を
俗
卑、
て
し
と
む
ら
あ
所
る
す
資

に
幸
人
る
看、
き
り
ざ
は
獻
も
と
る
か
多
し
ぶ
し
ふ
る
さ

　
　誌
者
編
　よ
せ
諒
を
之

念
紀
典
大
年
四
正
大
　
　

た
い
多
が
人
い
な
ら
知
を
史
歴
の
村
方
北、
に
う
よ
る
あ
と

』
史
村
方
北
『て
え
考
も
と
こ
る
す
資
に
育
教
童
児
た
ま、
め

行
発
に
際
実、
し
か
し。
る
あ
で
う
よ
た
し
成
作、
ん
さ
編
を

章
一
第
「は
成
構

　

 

章
二
第
「」
情
現

 

章
三
第
「」
変
の
桑
滄

 

章
四
第
「」
革
沿

 

章
五
第
「」
件
き
べ
す
念
紀

 

」
実
史
及
碑
口

章
六
第
「

 

章
七
第
「」
斑
一
の
俗
風

 
八
第
「」
社
神
と
想
思
神
敬

章 

章
九
第
「」
院
寺
と
教
宗

 
あ
で」
動
活
の
そ
及
体
団
の
種
各

』
稿
草
料
資
史
方
北
『、
三

草
料
資
史
方
北
『。
う
よ
み
て
み
を』
稿
草
料
資
史
方
北
『に
次
　

さ
編
の
そ、
め
た
い
な
が
分
部
る
た
あ
に」
き
が
し
は
「は
に』
稿

章
二
第
「は
成
構
た
ま。
い
な
き
で
は
と
こ
る
知
を
的
目
ん

び
及
実
史

　章
五
第
「」
項
事
き
べ
す
念
記

　章
三
第
「」
革
沿

収
を」
き
が
は
絵
勝
名
跡
史
「」
史
業
産
「」
記
雑
録
附
「」
碑
口

。
る
い
て
し
章
欠
が」
章
四
第
「と
」
章
一
第
「、
が
る
い
て
し
録

、
れ
さ
理
整
に
寧
丁
は
章
の
外
以」
章
四
第
「と
」
章
一
第
「

一と
稿
原
全
完
ぼ
ほ、
が
る
れ
ら
め
認
が
筆
加
る
よ
に
筆
鉛
に
部

業
産
「」
記
雑
録
附
「た
ま。
る
い
て
え
整
を
裁
体
の
て
し

」
史

）
２
（介
紹
料
資

 

』
稿
草
料
資
史
村
方
北
『・』
史
村
方
北
『

に
め
じ
は、
一

年
４
正
大
の
蔵
所
館
当、
は
で
稿
小

　

(

５
１
９
１

)

方
北
『の

。
る
す
介
紹
を』
稿
草
料
資
史
村
方
北
『述
生
先
部
服
と』
史
村

村
方
北
「。
る
あ
で
の
も
る
よ
に
手
の
郎
太
松
部
服
も
れ
ず
い

、
に
か
ほ
の
冊
２
の
こ
る
す
介
紹
で
稿
小、
は
て
し
関
に」
史

が）
蔵
館
書
図
央
中
立
市
宮
一
（』
稿
史
村
方
北
『郎
太
松
部
服

は』
稿
草
料
資
史
村
方
北
『と
』
史
村
方
北
『冊
２
の
こ。
る
あ

。
る
れ
ら
え
考
も
と
本
異
は
い
る
あ
本
底
の』
稿
史
村
方
北
『

『北方村史』

『北方村史資料草稿』

分部の」斑一ノ俗風章六第「』史村方北『

お
て
れ
触
に
単
簡
て
い
つ
に
郎
太
松
部
服
の
者
著
ず
ま

　

道
忠
・
子
の
門
衛
右
金
田
岡
士
藩
張
尾、
は
郎
太
松
部
服。
く

北
市
宮
一
現
（村
方
北）
８
６
８
１
（年
元
治
明
て
し
と
子
の

現
（村
寺
城
円
国
濃
美
が
道
忠
父。
た
れ
ま
生
に）
根
曽
町
方

だ
い
継
を
家
助
太
部
服
の）
寺
城
円
町
松
笠
郡
島
羽
県
阜
岐

、
め
た

治
明。
る
な
に
と
こ
る
乗
名
を
姓
部
服
も
郎
太
松

１４
年

、）
１
８
８
１
（

１３

、
び
学
を
語
国
外
て
出
に
京
東
に
時
の
才

帰

。
郷

治
明

１６

に）
諭
教
（導
訓
校
学
小
田
黒
に）
３
８
８
１
（年

（年
４
和
昭

9
2
9
1

校
学
小
等
高
常
尋
方
北）

教
等
初、
で
ま
る
す
職
退
を）
校
学
小
方
北
立
市
宮
一
（長
校

。
た
し
励
精
に
育

史
村
方
北
『べ
調
を
史
歴
の
村
方
北
に
間
の
そ、
は
部
服

　

た
い
な
が
等
書
奥
は
て
い
つ
に
代
年
成
作。
る
す
成
作
を』
稿

は
成
構
の
そ、
れ
さ
定
推
と
頃
年
８
正
大
が
る
あ
で
明
不
め

べ
す
念
紀

　章
三
第
「」
革
沿

　章
二
第
「」
情
現

　章
一
第
「

想
思
神
敬
　章
七
第
「」
実
史
び
及
碑
口
　章
五
第
「」
項
事
き

章
四
第
し
か
し。
る
あ
と」
院
寺
と
教
宗

　章
八
第
「」
社
神
と

し
節
欠
も
節
各
の
章
各
た
ま、
り
お
て
し
章
欠
が
章
六
第
と

な
し
か
し。
る
れ
ら
え
考
と
完
未、
め
た
る
あ
が
分
部
る
い
て

年
８
成
平、
後
の
そ。
い
き
大
は
義
意
の
そ、
り

(

６
９
９
１

)

に風
川
曽
木
『た
し
著
が
氏
郎
三
中
田
・
家
史
土
郷
た
れ
さ
版
出

要
紀
物

‐

完
補
を』
稿
史
村
方
北
『は
』
た
が
た
き

　里
の
畔
河

査
調
な
密
緻
る
け
お
に
地
現
の
氏
中
田、
り
あ
で
の
も
る
す

と』
史
村
方
北
『た
し
著
が
部
服、
は
で
下
以。
る
す
帽
脱
は
に

。
い
た
し
介
紹
を』
稿
草
料
資
史
村
方
北
『

－8－

。
い
な
は
で
形
全
完
も
章
の
れ
ず
い、
が
る

章
六
第
「ば
え
例

　

 

」
斑
一
ノ
俗
風

(

真
写

)

筆
加、
と
る
み
を

て
い
つ
に
章
六
第
の
こ
た
ま。
る
れ
ら
見
く
多
が
等
正
修
や

前
以
年
４
正
大、
ず
ら
お
て
れ
ま
含
は
に』
稿
史
村
方
北
『は

な
ち。
る
な
と
り
か
が
手
の
一
唯
る
知
を
俗
風
の
村
方
北
の

」
楽
神
の
塚
狐
「」
列
行
の
日
大
「」
祭
葬
婚
冠
「は
に
章
同
に
み

の
ル
ト
イ
タ、
し
録
収
を」
待
日
お
「」
祭
川
「」
乞
雨
「」
祭
吊
「

雛
「」
祝
幟
「」
し
下
船
「」
織
棚
「」
竹
爆
「」
祭
王
天
「て
し
と
み

』
稿
史
村
方
北
『た
ま。
る
い
て
せ
載
を」
賀
祝
の
他
其
「」
り
祭

団
の
種
各

　章
九
第
「て
し
と
分
部
い
な
い
て
れ
ま
含
は
に

に
内
村
方
北
の
時
当
は
で
章
の
こ。
る
あ
が」
動
活
の
そ
及
体

」
会
区
分
方
北
会
人
軍
人
兵
「」
会
武
尚
「」
会
農
村
「る
け
お

」
会
護
救
童
児
齢
学
「」
会
究
研
事
農
「」
会
女
処
「」
会
年
青
「

た
ま。
る
い
て
し
載
記
を
動
活
の」
組
防
消
「」
会
育
教
俗
通
「

国
久
木
高
事
検
任
勅
院
審
大
故
「

や」
伝
君

治
明
「

１１
年
１０

陸
北
月

て
じ
綴
を
ど
な」
幸
巡
御
海
東

。
る
い

　

は
分
部
な
全
完
不、
は
料
資
本

以
年
４
正
大、
の
の
も
る
れ
ら
見

要
必
で
上
る
知
を
村
方
北
の
前

。
る
あ
で
料
資
な
欠
可
不



へ』
史
町
方
北
『ら
か』
史
村
方
北
『、
四

、
て
さ
　

和
昭

３０

丹
た
し
併
合
と
市
宮
一
旧、
）
５
５
９
１
（年

、
町
陽

浅

す
と」
町
方
北
「は
記
表
の
後
併
合
（村
方
北、
町
井

後
併
合
（村
秋
千、
町
原
萩、
町
奥、
町
勢
伊
今、
町
和
大、
）。
る

は
い
る
あ
前
以
併
合、
は
で）
。
る
す
と」
町
秋
千
「は
記
表
の

。
た
い
て
れ
さ
討
検
が
ん
さ
編
史
村
町、
に
後
併
合

」
陽
丹
「誌
関
機
に）
０
２
９
１
（年
９
正
大、
は
で
町
陽
丹

　

が
た
い
て
え
備
に
ん
さ
編
の』
誌
村
陽
丹
『る
来、
し
行
発
を

、
ず
れ
さ
行
刊

成
平

１２

集
編
誌
史
町
陽
丹
に）
０
０
０
２
（年

し
ん
さ
編
を』
誌
史
町
陽
丹
『が
会
員
委

祉
福
会
社
市
宮
一

昭
の
前
併
合
は
で
町
井
浅。
た
し
行
発
が
会
支
陽
丹
会
議
協和

２４

し
決
議
を」
纂
編
史
町
井
浅
「に
年

和
昭

４２

市
宮
一
『に
年

浅

は
で
町
勢
伊
今、
行
発
を』
史
町
井

和
昭

３２

勢
伊
今
「に
年

和
昭
れ
ら
く
つ
が」
会
員
委
ん
さ
編
史
町

４６

宮
一
『に
年

今
市

た
し
行
発
を』
史
町
勢
伊

は
で
町
奥。

和
昭

１１

』
誌
町
奥
『に
年

な
た
新
に
後
併
合
が
た
し
行
発
を

な
れ
ら
見
は
ん
さ
編
史
町

。
た

は
で
町
原
萩

和
昭

３０

委
ん
さ
編
史
町
原
萩
「に
年

れ
ら
く
つ
が」
会
員

、
和
昭

４４

を』
史
町
原
萩
市
宮
一
『に
年

た
し
行
発

で
町
秋
千
た
ま。

は

和
昭
の
後
併
合

３１

秋
千
『に
年

。
た
し
行
発
を』
史
村

　

和
昭
に
う
よ
の
こ

３０

行
発、
れ
さ
な
が
ん
さ
編
誌
史
村
町
は
で
村
町
た
い
除
を
町

動
の
ん
さ
編
史
町
て
い
お
に
町
方
北、
し
か
し。
る
い
て
れ
さ

分部の」史業産「』稿草料資史村方北『

「北方町史編さん委員会関係文書」

－9－

は
で
項
の
史
業
産、
が
る
い
て
れ
か
書
で
筆
鉛
は
て
い
つ
に

お
て
い
用
を）
真
写
（料
資
計
統
の）
０
３
９
１
（度
年
５
和
昭

の
も
た
れ
か
書
に
頃
年
６
和
昭
は』
稿
草
料
資
史
方
北
『、
り

、
で
上
た
え
整
を』
稿
草
料
資
史
方
北
『の
こ。
る
れ
ら
え
考
と

も
か
た
い
で
定
予
る
す
行
発

。
い
な
れ
知

草
料
資
史
方
北
『た
ま

　

村
方
北
ら
か
部
服
は
に』
稿

た
て
宛
に
長
村
口
山
の

１０
月ら

じ
綴
が
紙
手
の
け
付
日
４

昭
は
長
村
口
山。
る
い
て
れ和

１２
年
１２

和
昭
ら
か
月

２１
年

１２

和
昭
は
部
服。
た

１７

亡
に
年

政
文
が
門
衛
左
七
井
酒
の
官
代
方
北

和
昭

１５

、
は
に
れ
そ。
う
ろ
あ
で）
０
４
９
１
（年

て
持
を
の
も
た
め
集
く
ら
暫
て
し
と
稿
原
の
史
村、
私

、
が
た
し
ま
居

八
井
酒
官
代
御
屋
陣
方
北
頃
月
二
十
年
昨

列
参
り
よ
村
か
聊
て
し
ま
り
当
に
祭
年
十
三
百
殿
門
衛
左

村
か
聊
て
以
を）
為
ノ
気
病
（旨
き
難
し
な
張
出
れ
は
よ
を

・・
・
へ
に
祭
年
十
二
百
を
の
た
へ
答
に

。
い
な
い
て
し
列
参
に
要
法
の
門
衛

た
れ
ら
作
に
め
た
ぐ
防
を
害
水、
は
部
服、
期
時
の
こ
た
ま

　

七
井
酒
た
し
力
尽
に
設
建
の）
町
津
柳
市
阜
岐
（防
堤
堤
繋
畑

藤
辺
渡
・
門
衛
右
元
村
奥
る
あ
で
者
牲
犠
の
水
治、
と
門
衛
左

に
め
た
の
格
昇
の）
目
丁
２
野
丸
町
津
柳
市
阜
岐
（社
神
繋
畑

筈
る
な
に
方
様
長
村
・・
・
「、
り
ま
詰
き
行、
が
た
い
て
し
闘
奮

確
り
よ
様
垣
々
野
は
私。
せ
ま
い
さ
下
し
揮
御
座
一
尚、
す
で

あ
も
何
今、
が
た
し
ま
合
請
を
と
こ
す
出
書
け
た
る
来
出
に
か

せ
ま
り

致
も
と
何
に
急
今
唯、
く
全
の
果
結
た
へ
調
の
私。
ん

指
の
そ
に
長
村
口
山
村
方
北、
と」
。
す
ま
い
座
御
に
訳
い
難
し

。
る
い
て
し
頼
依
を
揮

全
完
ぼ
ほ
ら
か
容
内
の
そ
は』
稿
草
料
資
史
方
北
『、
て
さ

　

、
が
た
い
て
し
指
目
を
行
発
り
お
て
れ
ら
え
整
て
し
と
稿
原服

。
い
な
れ
し
も
か
の
た
い
て
え
絶
が
動
活
で
気
病、
身
自
部

村
方
北
『の
年
４
正
大、
と
る
す
理
整
を
史
村
方
北
る
す
存
現

』
稿
史
村
方
北
『↓
』
史

(

か
頃
年
８
正
大

)

料
資
史
村
方
北
『↓

』
稿
草

(

か
頃
年
６
和
昭

)

）
ヽ
マ
（

）
ヽ
マ
（

）
ヽ
マ
（

）
ヽ
マ
（

さ
編
史
町
方
北
「、
く
な

」
書
文
係
関
会
員
委
ん

）
真
写
（

和
昭
と
る
よ
に

３２
年
１２

し
手
着
に
日
７
月

。
る
か
わ
が
と
こ
た
い
て

　

和
昭

３８

月
４
年

１７

に
日

助
で
学
大
京
東
時
当、
は

宮
一
め
務
を
授
教

史
市

所
支
方
北
所
役
市
宮
一
と
員
職
の

さ
編
史
町
方
北、
ね
訪
を

い
て
け
受
を
し
出
り
借
時
一
の
料
資
た
し
集
蒐
に
め
た
の
ん

枚
４」
図
絵
村
保
天
「は
料
資
た
れ
さ
し
出
し
貸、
時
の
そ。
る

」
史
村
方
北
「、）
枚
１
村
島
中
・
枚
１
村
根
曽
・
枚
２
村
方
北
（

い
伴
に
ん
さ
編
の
編
料
資』
史
市
宮
一
編
新
『は
頃
の
こ
ど
う

松
部
服
く
な
も
で
ま
う
言
は
料
資
ん
さ
編
本
基
の』
史
町
方

』
稿
草
料
資
史
村
方
北
『と
』
史
村
方
北
『た
し
ん
さ
編
が
郎
太

昭
和
４０

月
３
年

１９

委
纂
編
史
町
方
北、
日

長
課
画
企
所
役
市
宮
一
ら
か
長
員

い
つ
に
ん
さ
編
史
町
「に

「、
れ
さ
出
が
書
文
う
い
と」
て

４０
年

る
切
ち
打
を
ん
さ
編
史
町
ら
か
度

れ
さ
な
が
出
し
申
の
と」

。
た

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

）
教
智
黒
石
　員
芸
学
（

要
紀
物
風
川
曽
木
『郎
三
中
田】
献
文
考
参
【

‐

き

　里
の
畔
河

年
６
９
９
１』
た
が
た

）
ヽ
マ
（
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